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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. 脳腫瘍に関する研究 

当教室では、脳腫瘍の分子生物学的特性を解明し、個別化医療の発展に貢献することを目的として基礎

研究を行っている。病理診断に加えて、各種シーケンス技術を用いた遺伝子変異解析や DNA メチル化

解析を通じて、脳腫瘍のより正確な分子診断を進めています。特に、悪性度の高い脳腫瘍において、こ

れらの手法を活用することで診断精度の向上を図るとともに、新たな予後予測マーカーの同定を進めて

いる。さらに、画像診断技術を用いた脳腫瘍の診断や腫瘍内多様性の解析を行い、より詳細な病態把握

を可能にする研究にも取り組み、的確な治療戦略の策定を目指す。また、脳脊髄液を用いた liquid biopsy
の研究にも取り組み、非侵襲的な診断法の確立を目指している。 
脳腫瘍に対する新規治療法の開発を目的として、患者由来の脳腫瘍細胞株やマウスの異種移植（PDX）

モデルを確立し、分子標的治療の候補となる遺伝子やシグナル経路の探索を行っている。特に、薬剤ス

クリーニングや CRISPR-Cas9 を用いた遺伝子編集技術を駆使し、治療抵抗性克服を目指した研究を展

開している。これらの研究成果を臨床に還元し、脳腫瘍患者の治療成績向上に貢献することを目指して

いる。 
 

Ⅱ. 脳血管障害に関する研究 

1. 脳動脈瘤の発生と破裂の機序解明 

脳動脈瘤の形成と破裂に関してPiezo1に着目した研究を行っている。Piezo1は、血管内皮細胞に発現し、

機械的ストレスに応答してカルシウムイオンの流入を促進する機能を有するイオンチャネルであり、こ

のシグナル伝達を通じて血管壁のリモデリングや炎症反応を誘導することで、動脈瘤の発生と破裂に影

響を及ぼす可能性がある。また、動物実験と計算流体力学解析を通して、血流による力学的ストレスや

慢性炎症が動脈瘤壁に及ぼす影響を評価し、破裂リスクの要因を明らかにする。これらにより、将来的

な予防策や治療戦略の基盤構築を目指す。 

 

2. 早期脳損傷や遅発性脳虚血に対する介入研究 

2-1. プロスタグランジン E2（PGE2）の EP1 受容体阻害介入研究 

くも膜下出血後には、脳浮腫、酸化ストレス、アポトーシスなどの早期脳損傷や遅発性脳虚血を来す。

これらを軽減するため、PGE2 に着目し、PGE2 の EP1 受容体阻害介入を動物モデルで検証している。

出血直後の損傷進行を抑え、早期介入による神経保護効果が期待されるこのアプローチは、神経炎症の

タイムラインや治療ウィンドウの特定に寄与する。将来の臨床試験や最適な投与条件、副作用の低減に

向けた検討が進むことで、患者の予後改善が期待される。 

2-2. 新規視床下部タンパク SRPX2 を標的とした研究 

SRPX2 は脳保護作用および血管新生促進に関与する可能性が示唆されている。くも膜下出血後の炎症反

応や細胞死の制御を通じて、SRPX2 が神経保護効果を発揮するかどうかについて、基礎研究と臨床連携

研究の両面で検証している。この研究では、SRPX2 がくも膜下出血の治療戦略に寄与することが期待さ

れるだけでなく、SRPX2 を介した細胞シグナル伝達経路の解析により、長期的な神経回復と再生促進の



メカニズム解明にも寄与することで、くも膜下出血後の後遺症軽減に大きな影響を与える可能性が期待

される。 

 

Ⅲ. 機能脳神経外科・てんかんに関する研究 

機能外科（チーム・グループ）では薬物治療が困難なパーキンソン病・本体性振戦などに対する DBS・

凝固術などの定位脳手術、三叉神経痛・顔面痙攣などに対する脳神経減圧術、難治性てんかんに対する

外科的治療など、各々適応を見極め治療に臨んでいる。 
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